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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
・上司評価は忘れずに提出しましょう。

＜新患情報＞

漆舘　猛様（56）

現在､八戸市にて妻と2人暮らしとなっている。JR職員として就労している。

　H24年1月頃､対人関係や業務量に悩み､抑うつ感､意欲の低下､食欲の低下､頭痛･吐気等の症状が出現。出勤することが出来ず､H24.1.12盛岡駅前クリニックを初診。うつ状態と診断され､抗うつ剤が処方されていた。同日より､3ヶ月休職。徐々に上記症状が軽減したことから､H24年4月より職場復帰。復帰後､抑うつ感､意欲の低下､食欲の低下等の症状は軽減していたものの､自身では｢元気が出せない｣と感じていた。欠勤することは出来ていた。その後､徐々に抑うつ感､意欲の低下が認められ､上司より環境を変えて仕事をしながら療養することを進められ､H24年11月に八戸市へ転勤し､妻とともに転居。その後も同様の状態が持続しているものの､欠勤することはなく､服薬をすることで安定した病状を維持できている。今回､八戸市への転居に伴い､当院への転院を希望して､受診相談がある。

　本日ＣＭＩ・ＳＤＳ検査施行。

田頭　富蔵様（82）

　Ｈ23年頃より物忘れ出現。親戚の顔を忘れる事や、今まで通っていた病院の出入り口を忘れてしまうしまう等の行動出現。この際、妻様が本人の認知機能について訴える事はあったが、生活上で大きな支障が生じる事なく生活できていた。時折妻様に対し易怒的となり、怒鳴る等の行為はあったが、粗暴的となる事はなかった。
　Ｈ24年5月　妻様の入院以降は認知症症状は進行。家族の顔を思い出せない事や、些細な事で興奮し、、長男の嫁様に易怒的、粗暴的となる事があり、棒で殴ろうとすることもあり、徐々に対応困難となっていた。日中を一人で過ごす状況であり、、単独外出をしてしまう可能性が高かった事からデイサービスを利用開始している。徐々に易怒性、興奮性が顕著となり、他利用者へ性的逸脱行為へ至る事もあった様子。上記症状の為、担当ケアマネよりせいしんか受診を勧められ、岩手県立一戸病院「精神科」を初診。同院での薬物療法にて状態は安定していた。しかし、在宅での介護は困難となり、施設への入所が検討され、南山苑への申し込みを行っている。同施設より、系列の精神科である当院への受診を勧められ受診相談あり。本日初診となっている。ＨＤＳ-Ｒ施行。
＜外来情報＞

宮　陽子様～自宅から高価なものばかり（着物や金の印鑑ケース等）盗まれると訴えている。鍵の付け替えに3万かかると言われ、悩んでいるとの事。
成田　勝弘様～前回訪看時、飲酒していたとの事。記憶がなく、訪看スタッフへ申し訳なかったと話されている。

